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第一回定例市議会

三
十
六
年
度
予
算

原
案
通
翻
ワ

可
決

総
額
三
億
四
千
万
円

昭
和
三
十
六
年
度
十
日
町
市
の
予
算
市
議
会
は
去
る
八
日
開
か
れ
、

二
十
二
日
の
本
会
議
で
上
程
議
案
を
可
決
、
十
三
日
間
の
全
日
程
を

終
り
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
三
十
六
年
度
一
般

会
計
才
入
才
出
予
算
を
は
じ
め
国
保
、
公
益
質
屋
、
上
水
道
、
と
畜

場
な
ど
の
特
別
会
計
並
び
に
吉
田
簡
易
水
道
事
業
費
起
債
な
ど
三
十

三
議
案
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

望幣6千万円の増
　投資的経費1億余円

去
る
八
日

の
第
一
回
定

例
市
議
会
に

上
程
さ
れ
た

三
十
六
年
度

＋
日
町
市
一

般
会
計
才
入

才
出
予
算
額

は
三
璽
、

五
四
九
、
八

O
O
円
に
の

ぼ
り
前
年
度

よ
り
約
六
千

万
円
も
多
く

な
，
て
お
り

ま
す
。
ま
す

一
般
会
計
の
才
出
の
部
で
は

①
議
会
費
七
百
十
八
万
七
千
二
百
円

②
市
役
所
費
六
千
百
九
十
三
万
七
千

四
百
円

③
消
防
費
一
八
、
二
三
二
、
五
〇
〇

　
円

④
土
木
費
二
二
、
四
三
三
、
二
〇
〇

　
円
⑤
教
育
費
七
八
、
一
五
四
、
U
O
O

　
円
⑥
祉
会
及
び
労
働
施
設
費
五
千
二
百

八
十
四
万
一
千
百
円

⑦
保
健
衛
生
費
一
千
六
万
四
千
八
百

　
円

⑧
産
業
経
済
費
四
六
、
三
三
八
、
八

O
O
円

⑨
財
産
費
七
百
二
十
万
五
千
八
百
円

⑩
統
計
調
査
費
六
十
二
万
七
千
二
百

1，一。・一マhl一・一一鴨冒1”1一η塵“11■r、冒1・一

　
円
⑪
選
挙
費
二
十
万
六
千
五
百
円

⑫
公
債
費
一
千
三
百
四
十
二
万
六
千

　
円

⑱
諸
麦
出
金
二
一
、
八
九
五
、
二
〇

〇
円

⑭
予
備
費
百
万
円

　
と
な
っ
て
お
り
前
年
当
初
予
算
よ

り
六
〇
、
六
八
三
、
六
〇
〇
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
才
出
の

う
ち
主
な
建
設
事
業
を
拾
っ
て
見
ま

す
と
、

◎
消
防
費
五
百
三
十
三
万
四
千
円

①
消
防
庁
舎
新
築
費
四
百
三
十
六
万

三
千
九
百
円

◎
土
木
費
一
千
八
百
九
十
万
二
千
円

①
本
町
西
線
街
路
工
事
六
百
九
十
万

　
円象
扉
水
嚢
書
一
手
六
再

◎
教
育
費
四
千
四
十
六
万
七
千
円

①
十
日
町
小
学
校
建
築
（
一
般
校
舎

　
四
百
九
三
坪
）
三
千
六
百
万
円

②
中
条
中
学
校
増
築
（
二
教
室
七
十

　
一
坪
）
約
百
万
円

③
プ
ー
ル
建
設
（
中
条
地
区
）
百
五

＋
万
円

◎
社
会
及
び
労
働
施
設
費
一
千
三
百

四
＋
一
万
一
千
円

①
公
営
住
宅
建
設
（
十
三
戸
）
四
百

四
＋
一
万
円

◎
保
健
衛
生
費
百
五
十
七
万
円

①
し
尿
車
購
入
百
四
十
万
円

◎
産
業
経
済
費
二
千
四
百
八
十
七
万

三
千
円

①
林
道
箏
業
（
猫
山
　
赤
倉
、
長
里

　
仙
ノ
山
）
六
百
十
一
万
五
千
円

　
三
十
四
年
の
　
災
害
は
全
面
的
に

復
旧
し
た
の
で
再
び
災
害
の
起
き
な

い
よ
う
更
に
改
修
を
促
進
す
る
。

◎
国
、
県
道
の
改
良
舗
装
促

　
進
　
国
で
も
道
路
五
ヵ
年
計
画
を
た
て

強
力
に
進
め
る
こ
と
に
な
，
て
お

り
、
早
期
に
促
進
を
期
す
。

◎
治
山
林
道
関
係

　
本
市
の
最
も
必
要
と
す
る
事
業
で

昨
年
の
七
月
、
大
災
害
も
治
山
治
水

事
業
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
と
こ

ろ
に
原
因
が
あ
っ
た
が
、
国
空
も
治

水
十
ヵ
年
計
画
を
た
て
て
事
業
の
促

進
に
つ
と
め
て
い
る
。

二
、
農
業
の
構
造
改
箪
に
伴

　
う
当
市
の
農
政
に
つ
い
て

　
は
農
委
の
答
申
が
あ
り
、

　
そ
の
線
に
沿
つ
た
重
点
施

　
策
を
と
る
。

◎
畜
産
振
興
◎
養
蚕
振
興

◎
林
業
振
興

三
、
社
会
福
祉
施
設
の
充
実

雛
凝
膨

み
な
さ
ん

お
な
じ
参
観

す
る
な
ら
女
房
の

　ぺヘ
マτ，β

と
な
り
で
参
観

し
ま
し
ょ
う
や

　
9
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A

て
〃

C
O
吼
拶

　
国
保
の
拡
充
、
厚
生
会
舘
の
建
設

保
育
所
の
増
設
、
水
道
串
業
の
充
実

ガ
ス
事
業
の
新
設
な
ど
市
の
産
業
振

興
に
直
ち
に
連
な
る
も
の
と
し
て
推

進
す
る
。

四
、
災
害
の
早
期
復
旧

　
昭
和
三
十
四
年
は
信
濃
川
の
施
設

馬

》肇
災
害
が
あ
り
全
面
復
旧
を
み
た
が
昨

年
の
七
月
豪
雨
災
害
で
而
内
で
二
億

円
余
り
の
被
害
を
受
け
た
こ
の
復
旧

に
つ
い
て
は
市
事
業
は
も
ち
ろ
ん

国
、
県
事
業
に
つ
い
て
も
早
急
に
復

旧
す
る
べ
く
努
力
を
す
る
。

市
民
所
得
の
増
進

　
　
　
　
　
　
三
十
六
年
度
市
政
方
針

会
期
四
日
目
の
十
一
日
村
山
市
長
は
豆
地
条
件
の
も
た
ら
す
十
日
町
市

の
後
進
性
を
脱
却
し
、
市
行
政
の
目
標
を
市
民
所
得
の
増
進
と
生
活
水
準

向
上
に
つ
い
て
議
会
と
協
力
し
て
全
力
を
あ
げ
市
政
に
逼
進
す
る
と
強
調

し
、
大
要
を
つ
ぎ
の
と
お
り
説
朋
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
行
政
の
目
標
は
市
民
所
得
の
増

進
と
生
活
水
準
の
向
上
に
あ
り
ま
す

市
長
は
こ
の
行
政
目
標
の
た
め
市
民

の
代
表
で
あ
る
而
議
会
を
尊
重
し
最

少
の
経
費
で
、
最
大
の
効
果
を
あ
げ

多

る
よ
う
努
力
す
る
。
本
年
度
の
重
点

施
策
と
し
て
新
市
五
ヵ
年
計
画
の
第

三
年
次
に
当
り
こ
れ
を
基
本
に
新
事

藁
を
加
味
し
て
後
進
性
の
早
期
脱
却

を
は
か
り
重
点
的
に
事
業
を
推
進
す

る
。爾
、
政
府
の
重
点
施
策
に
沿

　
い
公
共
事
業
の
大
巾
な
導

　
入
を
は
か
る

◎
信
濃
川
上
流
改
修
の
促
進

，騰灘驚晶差隙難蕊雲饗望
欝環験髪鎌貿春駕嬰窃巖篇梵
昌島鴛牒灘認1おります。
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国
、

一雪国の風物詩一

県
事
業
ぞ
く
ぞ
く

市
長
が
導
入
に
力
こ
ぶ

　
村
山
市
長
は
昭
和
三
十
六
年
度
国

県
事
業
に
つ
い
て
、
地
元
選
出
代
議

士
及
び
県
会
議
員
を
通
じ
関
係
機
関

に
最
後
の
運
動
を
続
け
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
ま
で
内
報
の
あ
っ
た
も
の

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
河
川
関
係

①
信
濃
川
上
流
改
修
関
係

　
イ
、
鴨
田
堤
防
延
長
五
〇
綴

　
ロ
、
高
島
堤
防
床
固
め
H
＝
δ

　
層
、
カ
サ
上
げ
皿
二
〇
〇
層

　
ハ
、
上
新
田
堤
防
カ
サ
上
げ
醍
三

　
〇
〇
層

　
二
、
中
条
新
田
四
千
万
円
∬
要
請

②
川
治
川
河
川
改
修
昼
二
〇
〇
万
円

③
砂
防

　
イ
、
八
箇
池
ノ
平
地
内

　
ロ
、
六
箇
田
麦
、
芋
川
地
内

　
ハ
、
六
箇
小
貫
川
地
内

④
地
す
ぺ
リ

イ
、
船
坂
地
内

二
、
道
路
関
係

①
国
道
関
係

　
イ
、
川
治
地
内
国
道
改
良
皿
一
、

　
　
二
〇
〇
万
円

　
ロ
、
四
日
町
地
内
国
道
改
良
舗
装

　
H
四
五
〇
万
円

　
ハ
、
下
条
地
内
国
道
改
良
“
六
〇

　
　
〇
万
円

　
二
、
本
町
舗
装
改
修
∬
五
三
〇
万

　
　
円

②
県
道
関
係

　
イ
、
高
山
地
内
県
道
舗
装
麗
一
五

　
　
〇
万
円

　
ロ
、
駅
通
り
地
内
県
道
舗
装
∬
六

　
　
〇
〇
万
円

　
ハ
、
十
日
町
六
日
町
線
八
O
O
万

　
二
、
栄
橋
架
橋
“
二
、
一
〇
〇
万

三
、
治
山
林
道
関
係

①
杯
務
砂
防

　
イ
、
八
箇
地
内
H
二
〇
〇
万
円

　
只
東
枯
木
又
H
二
〇
〇
万
円

　
ハ
、
赤
倉
地
内
H
一
三
〇
万
円

　
二
、
高
場
地
内
皿
一
三
七
万
円

②
な
だ
れ
防
止

イ
、
魚
田
川
地
内

　
只
六
箇
地
内
皿
三
二
万
円

　
ハ
、
増
沢
地
内
』
四
四
万
円

　
二
、
池
谷
、
入
山
地
内
H
二
三
万

③
林
道

　
イ
、
鉢
地
内
猫
山
林
道
三
五
〇
万

　
ロ
．
赤
倉
地
内
聞
一
〇
〇
万
円

　
ハ
、
長
里
地
内
、
仙
之
山
地
内
旺

　
要
請
中

四
、
建
築

　
イ
、
十
日
町
税
務
署
庁
舎
新
築
旺

　
　
一
、
五
〇
〇
万
円

市
内
を
ブ
ル
で
除
雪

　
　
　
　
　
二
十
二
日
か
ら
始
ま
る

　本年の

無
雪
道
路
計
画
は
豪
雪
の

た
め
若
干
の
お
く
れ
を
見
ま
し
た
が

す
で
に
第
一
次
計
画
と
し
て
稲
葉
、

高
山
間
、
第
二
次
、
高
山
、
駅
前
聞

第
三
次
、
稲
葉
、
上
野
間
の
各
線
の

除
男
が
終
り
、
い
よ
い
よ
市
内
幹
線

の
除
雪
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　計

画
に
よ
り
ま
す
と
第
四
次
は
二

士
百
か
ら
駅
前
通
り
か
ら
田
川
橋

間
、
第
五
次
で
は
本
町
通
り
山
本
間

第
六
次
は
田
川
橋
か
ら
中
条
飛
渡
ま

で
、
叉
山
本
か
ら
羽
根
川
ま
で
の
間

を
そ
れ
ぐ
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
除
雪
に
は
十
日
町
土

木
出
張
所
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
一
台

グ
レ
ー
ダ
一
台
、
ダ
ン
プ
カ
ー
三
台

シ
ョ
正
ベ
ル
一
台
、
市
役
所
か
ら
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
一
台
が
出
動
し
ま
す
か

ら
沿
線
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

《～
　
無
雲
道
路
計
画
は

　
　
ど
う
な
つ
て
い
る

命
「
問
」
無
雪

道
路
計
画
が

十
日
町
市
の

場
合
進
ん
で

　
お
り
ま
せ
ん
が
そ
の
原
因
及
び
対

　
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
（
本

　
町
二
丁
目
一
市
民
）

　
「
答
」
進
ま
な
い
原
因
を
申
し
ま

　
す
と
第
一
に
流
雪
溝
の
施
設
が
整

　
備
さ
れ
な
い
た
め
雪
を
．
流
し
た
際

　
溢
水
、
床
上
侵
水
な
ど
の
問
題
が

　
あ
り
ま
す
。
第
二
に
は
用
水
の
不

　
足
で
あ
り
ま
す
。
田
川
か
ら
揚
水

“
し
た
水
は
駅
の
流
雪
溝
で
手
一
ぱ

の“
い
で
あ
り
反
晒
川
の
水
は
降
雪
時

の
π
は
ほ
と
ん
ど
渇
い
て
し
ま
い
ま

引
・
第
三
は
露
が
狭
く
且
量

膏
蓋
路
に
積
み
あ
げ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

罷
鰐
い
軽
騎
黙

て
は
技
術
的
屠
易
礁
点
鍍

あ
り
ま
す
が
月
治
川
力
ら
の
揚
水
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

を
考
え
て
お
り
ま
す
．
用
水
の
解
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

決
が
つ
け
ば
中
沢
川
へ
の
排
水
と
〉

田
川
へ
の
分
水
竃
て
流
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

あ
る
程
度
可
能
で
は
な
い
か
と
思
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

い
ま
す
。
叉
道
路
へ
の
雪
お
ろ
し

に
つ
い
て
は
市
民
の
皆
様
か
ら
特

別
の
ご
協
力
が
必
要
か
と
思
い
ま

す
。
な
お
参
考
ま
で
に
本
年
の
除

雪
計
画
を
申
し
ま
す
と
第
一
次
計

画
と
し
て
高
山
か
ら
稲
葉
ま
で
十

五
・
杳
の
曹
讐
し
ま
す
烹

引
続
き
第
二
次
計
画
を
た
て
順
次

除
雪
を
進
め
一
日
も
早
く
車
馬
の

通
れ
る
道
路
に
し
た
い
と
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
　
（
市
長
室
）

　
～
ξ
≧
、
≧
≧
≧
■
｝

陶
ー
書
亀
璽
口
亀
塾
聰
O
鞠
ロ
ー
陶
口
臨
電
隔
聰
聰
馳
匿
略
陰
電
噛
聰
聰
電
魯
口
亀
騒
ー
聰
隔
O
噌
噂
臨
，
亀
隔
葛
愚
自
葛
亀
階
亀
亀
鴨
馳
瞳
§
O
ー
亀
亀
ー
亀
亀
曉
亀
隔
隔
電
廻
電
嫡
職
軸
亀
唾
陶
馳
曜
匿
電
亀
鴨
ー
旨
ー
吃
亀
亀
聰
口
鴫
聖
亀
噛
隔
亀
O
ー
，

電
－
睦
亀
亀
瞳
ー
聖
聰
亀
亀
亀
瞳
ー
階
瞳
塗
亀
臨
亀
ー
1
霜
聰
　
－
軸
亀
融
亀
唾
亀
亀
旨
琶
贈
馳
O
琶
髄
ー
聰
竃
亀
竃
聖
O
O
騒
ー
』
ー
聰
聰
ー
ー
ー
厘
馳
ー
覇
馳
亀
曉
亀
亀
亀
亀
聖
亀
隔
匙
監
亀
臼
聰
口
亀
馳
脇
亀
鷺
亀
亀
馳
亀
亀
隔
亀
鞠
ー
亀
睡
瞳
亀
巳
亀
亀
レ
唱
臨
…
9

‘

陸海空自資格年令18才・》25才末満

衛官採用受付3月旧～明1珀
試験　36年4月1日《・5月10日までの間

入隊　36年5月下旬から

待遇　初任給7，600円　（衣食交給）

　　　　詳細は市役所市民課へ

納視は納税組合今月は年度末でござい
で納めましようますので未納税金のあ

る方は3弓31日までに完納して下さい。昭和

36年度市民税の申告は3月31日までに町内の

市政事務嘱託員か市役所税務課に提出して下

さい。なお申告書は町内の市政事務嘱託員に

配布してあります。

尺貫系ハカリ　ハカリは二んど尺貫系目

は使いません盛のついているものは今

年限りで使5ことができなくなります。

今まだ使つているメートル系及び尺貫系両目

盛のついたものは指示はかりでは貫匁の部分

を塗料でぬりつぶすか目盛板をメートル系だ

けのものに取替えるかです。

又手動はかりについては貫匁の部分を削り取

るか、メートル系だけの目盛さおに取替えか

しなければなりません。その際には信用ある

計量器製造修理、販売事業者に依頼するよ5

にして下さい。

六箇出張所は六箇出張所の電話番号は
　　　3418　3418番に変更になりまし

た。

納税者の年度末も迫りましたが・
皆さんへ県税の納付はお済みでし

ようかo県では明かるい県政を推進するため

前にお知らせしてあるとおり、集金的な徴収

をやめました。

未納の方はいますぐ近くの郵便局、銀行又は

直接財務事務所に納めて下さい。県税のご相

談はお気軽に係に申し出て下さい。

長野産業博に長野産業文化博覧会は
前売券　　　　4月旧から5月2旧まで

長野市域山公園一帯に開かれます。前売券は

3月25日迄　市役所産業課にございます。



一2一 第53号 市報とおかまち 日召和36年3月23日　　（木日曜） （日召一和32歪戸6目5日第三種．垂器奮運物葺想可）

　　　　　昭和34年度一般会計才入・才出決算

　　　　　　　　　予算執行率は97％
昭和三十四年度一般会計決算は予算総額246．492，838円に対し才入240，452，744円、才出238，571・595円で

差引1，881，149円の黒字となり35年度に繰越となりました。又才入における予算に対する収入割合は97・5

％で予算に対する執行割合は96・7％であります。

箋藝…i…一　地方交付税　46，633，000（19。4％）

　　　　　国庫支出金　28，048，224（11。7％）

…妻…雑収入9，937，898（4．1％）

一市　債7，900，000（33艇）

　県支出金　7，103，259（29％）

一　使用料及手数料　　5，539，193．で2．3％）

　寄附金4，526，550（1．9％）

　分担金及び負担金　　1，519，416（0．6％）

　公営企業及財産収入　　1，257，679（0。5％）

肇繰越金1，188，963（α5％）

　繰入金200，000（0。1％）

慮存財源1

市税126，598，562（527％）

讐　　　　　　ロ　　　び　　　雛iii
　　　ロ　ロ　じ　レ　　　り

　　逆iil
　　ロ　ししのじ　
　　　　ウ　ロ　　乙ρ．。
　　o　o　『

翌年度へ繰越

1，881，149円

；＝’龍財源、1

その他
の経費

繰越
4．1％乙・

　　　　　　市役所費　48，192，969（20，2％）

　　　　　教育費39，340，588（16、5％）

　　　　　社会及労働施設費　36，970，204（15．5％）

　　　産業経済費29，157，837（122％）

　　諸支出金20，147，644（8．4％）

　　土木費18，637，638（7．8％〉

　消防費13，978，672（5。9％）

　公債費12，368，670（5。2％）

財産費7，003，666（2。9％）

保健衛生費　　5，887，961（2。5％）

議費4，569，899（1。9％）

選挙費1，449，077（0．6％）

統計調査費866，700（0．4％）

　　　　　　　　　　　　　維持・修繕費2．8％

難難灘“

財政のお知らせ
　昭和36年第1回の十日町市財政事情を公表いたします。

　今回の公表は、昭和35年度会計予算の第2。4半期と第3．4半期（昭和35年7月

　1日から昭和35年12月31日）におけるその執行状況等について一般会計と特

　ll会計の概要を各種の表によりのべてありますので、ご覧いただきたいと存

　じます。なお今後の運営にあたりましては市民の福祉増進を本旨といたしま

　して収入の確保と冗費の節約はもちろん、財政の効率的運用を図り健全財政

　を確立すべく努力いたしますので、市民の皆様のご協力とご理解をお願いし

　ます。

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

　　　　　　　　　　　　昭和35年度　一般会計収支の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（晴和35年12月31日現在）

　　　　　　　　　　　　　　予算額　280，866，200円

　　　　　　　　　　　　、　　　予算額口予算額
　　　　　　　　　　　　　　　　収入済額　Illl胤ll醐1離　支出済額

予算額84，478，690
収入済額　25，112，358　38％

國予算額33，200，000収入済額　　5，600，000　L7％

國予算額59，967，000収入済額　54，369，00089％

國予算額53，670，660収入済額　28，508，829　53％

國予算額138，968，980

そ　の．他1燃

市　　　債

国庫支出劉

lll幽1

　
　
膓

　
　
4
4

　
ハ
∪
9

　
3
3

　
0
0

　
5
3

　
ワ
ご
マ
ユ

　
5
，
5
黙
圃

予算額23・035・30070％
支出済額　16，193，430

圃予算額42，453，980　　　　　　　　58．5％支出済額　24，906，301

社会労働施設費

予算額43・329・60077．5％
支出済額　33，598，855

圃予算額59・748・24074．9％支出済額　44，804，860

圃予算額91・666・64069．5％支出済額　63，721，953

　　特別会計（千円）

　　　　　　　　　　　才入24・390
国民健康保険　40・183才出25．381

　　　　　　　　　　　才入1．906
国保診療所　9・022才出5．683

　　　　　　　　　　　才入1。781
公益質舗30・22才出2．212

上水道36・659穿翻溜

　　　　　　　　　　　才入　　528

と畜場 973才出528

　　一時借入金の状況（千円〉

蕪i亀、
髪量総罐務部摯
　　　　　　醒麟

．謙醗

市民の負担状況 市債の状況（千円） 市有財産の状況

料
嬰
円

険
人
8
9

保
1
8

M　 M　　　　　N

市税
1人当り

2，924円

濯
薩

総　　額

287，636

区　　　　分 種　　　　目 財　産　高

行 公共　用財産
　土　　　　地
建　　　　物

31．271．20π12

2，669．40

政
財 公　用　財　産

　士　　　　地
建　　　　物

11，506．60

6，185．00

産 小　　　　　　計 　土　　　　地建　　　　物
42，777．80

8，854．40

財 基本　　財産
土　　　　　　地
預　　　　　　金

16．105．000配2

政 特別基本財産 預　　　　　　金 267．6000円

財 積　立　　金　穀 預　　　　　　金 4，783，680

産
小　　　　　計

土　　　　　　地
預　　　　　　金

16．105．000蹴2

5．051．280円

公　　社　　債 754，000

普　通　財　産 土　　　　　　地 101．779．7，π2

建　　　　　物 1，624．9

土　　　　　　地 16，249，557．50

合　　　　　計 建　　　　　物 10，479．30

預　　　公社 5．805．280円

1
、
、
N
ー
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最
近
・
国
保
・
ず
が
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
値
上
、
給
付
拡
大
で

　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
の
増
額
が
必
要

　
最
近
の
国
保
の
状
況
を
要
約
い
た

し
ま
す
と
①
医
療
費
値
上
げ
の
問
題

②
給
付
の
拡
大
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
．

　
市
の
国
保
と
し
ま
し
て
は
来
年
度

給
付
が
ど
う
伸
び
こ
れ
に
よ
っ
て
皆

様
か
ら
ど
の
位
の
保
険
料
を
い
た
だ

か
な
け
れ
は
な
ら
な
い
か
と
申
し
ま

す
と
ま
す
入
院
の
給
食
、
寝
具
の
給

付
を
新
し
く
行
う
こ
と
に
す
る
と
医

療
費
の
値
上
げ
分
も
加
え
て
大
体
一

世
帯
平
均
五
六
〇
円
（
一
期
当
）
九

三
円
位
程
度
の
増
額
が
必
要
で
あ
り

ま
す
．

　
三
十
五
年
度
単
年
度
と
し
て
は
五

O
万
円
程
度
の
黒
字
が
出
ま
す
が
依

然
と
し
て
百
四
、
五
〇
万
円
の
赤
字

が
残
り
ま
す
。
市
の
一
般
会
計
か
ら

の
助
成
（
繰
入
金
）
も
多
額
に
増
額

の
予
定
で
あ
り
市
民
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
し
た
い
た
め
努
力
し
て
い
ま

す
が
大
体
前
に
述
ぺ
た
よ
う
な
か
た

ち
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
市
民

皆
様
の
ご
理
解
を
得
ま
し
て
何
分
の

ご
協
力
を
特
に
お
ね
が
い
し
Φ
し
す

つ
で
も
給
付
の
内
容
を
よ
く
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
ご

参
考
ま
で
に
本
年
度
（
五
月
）
の
傷

病
統
計
に
疾
病
量
、
費
用
額
と
も
に

全
結
核
が
多
く
次
い
で
ど
の
地
区
と【写真はナダレの多い新水地内】

も
歯
の
疾
患
高
血
圧
症
、
消
化
器
系

の
疾
患
、
精
神
病
神
経
症
等
が
多
い

双
悪
性
新
生
吻
（
ガ
ン
）
も
目
立
ち

は
じ
め
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
今
後
の
国
保
事
業
と
し
て
こ
う
し

た
面
の
予
防
活
動
が
必
要
で
あ
り
、

市
と
し
て
も
皆
さ
ま
と
共
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（1ケ月間）受診の状況
地　　　　区 受診率 1件当り費用

十目町地区 185％ ち036円

中　条地区 19．0 997

六　箇地区 10．5 979

川　治地区 16．2 1，066

吉　田地区 11．4 』434
下　条地区 20．7 1，043

平　　　　均 18．51 1，068

　
名
誉
市
民
の
中
山
竜
次
先
璽
は
本

年
一
月
一
日
の
誕
生
日
で
八
十
八
才

の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
、
益
友
健
在
で

故
郷
の
十
日
町
市
を
な
つ
か
し
み
な

が
ら
東
京
の
自
宅
で
余
生
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
中
山
先
生

の
お
祝
い
に
あ
た
り
ま
す
ま
す
ご
健

康
に
お
過
し
下
さ
る
よ
う
特
に
一
月

市
議
会
に
相
談
し
た
結
果
、
全
議
員

喜
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
る
こ
と
に

決
定
し
、
過
日
市
長
と
議
長
が
上
京

し
、
璽
、
示
十
日
町
会
の
会
長
を
し
て

お
ら
れ
る
春
日
由
三
氏
と
共
に
「
藤

椅
子
」
を
お
贈
り
し
お
祝
い
を
い
た

し
ま
し
た
。
中
山
先
生
は
早
速
藤
椅

　
　
米
寿
を
祝

十
日
町
市
長
を
退
職
さ
れ
た
後
棄
京

の
自
宅
に
あ
っ
て
常
に
郷
里
の
こ
と

を
心
配
し
、
、
生
活
困
窮
者
や
保
育
園

の
園
児
た
ち
に
毎
年
温
い
贈
物
を
し

巫
十
日
町
小
学
校
の
建
築
に
際
し
き

い
贈
物

中
山
先
生
を
慰
め
る

子
に
腰
を
か
け
”
東
京
の
夜
景
を
眺

め
て
い
る
と
ロ
ー
マ
時
代
の
帝
王
の

よ
う
な
感
が
あ
る
”
と
冗
談
を
言
わ

れ
な
が
ら
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
　
ご
承
知
の
よ
う
に
先
生
は
六
年
前

寄
付
を
下
さ
る
な
ど
郷
土
愛
の
心
を

持
ち
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お

こ
れ
と
は
別
に
樋
］
市
議
会
議
長
、

山
内
十
日
晴
新
聞
社
女
長
、
庭
野
農

委
会
長
の
三
氏
が
発
起
人
と
な
り
一

般
か
ら
お
祝
の
呼
び
か
け
を
し
た
結

果
、
約
四
万
五
千
円
の
零
ヰ
金
が
集

り
、
こ
れ
を
婦
人
会
や
有
志
の
あ
っ

せ
ん
に
よ
つ
て
フ
ト
ン
を
仕
寛
て
庭

野
清
一
平
氏
が
代
表
と
し
て
お
祝
い
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
一
方
市
で
も
鐸

年
来
、
伸
び
ゆ
く
十
日
晦
の
姿
を
、

お
知
ら
せ
す
る
た
め
最
近
の
十
日
町

市
の
で
き
ご
と
や
施
設
、
風
景
な
ど

を
織
込
ん
だ
ア
ル
バ
ム
一
冊
を
贈
り

お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
種
た

の
慰
労
に
先
年
は
す
っ
か
り
感
謝
さ

れ
市
民
の
皆
さ
ま
に
く
れ
ぐ
．
れ
も
よ

ろ
し
く
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
申
上
げ

て
お
り
ま
し
た
。

届
出
は
お
済
で
す
か

　
　
　
　
　
国
民
年
金
八
割
が
届
出

　
国
民
年
金
の
届
出
は
二
月
末
現
在

七
八
・
一
％
で
好
戚
績
を
お
さ
め
て

お
り
ま
す
が
、
制
度
発
足
ま
で
あ
と

わ
す
か
の
期
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
禾
だ
届
出
を
さ
れ
な
い
方
は
是

非
早
く
届
出
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
，
特
に
明
治
三
九
無
四
月
一
日

か
ら
明
治
四
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
万
で
、
任
意
加
入
の

で
き
る
人
は
今
月
中
に
届
出
を
し
な

い
と
加
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら

ご
注
意
下
さ
い
。
ま
た
七
〇
才
に
な

ら
れ
て
未
だ
老
令
禰
祉
伍
金
の
請
求

手
続
き
を
と
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
は

三
月
中
に
是
非
請
求
手
続
き
を
と
っ

て
下
さ
い
。

　
尚
、
今
後
七
〇
才
に
達
す
る
万
は

七
〇
才
に
達
し
た
日
以
後
、
で
き
る

だ
け
早
月
に
請
求
手
続
を
お
と
り
下

さ
い
。

　
四
十
八
家
族
（
全
国
公
募
）

応
募
資
格

　
原
則
と
し
て
働
き
手
三
人
以
上
有

　
す
る
家
族
、
た
だ
し
資
金
が
豊
富

　
な
場
合
は
夫
婦
二
八
で
も
よ
い
。

入
植
条
件

　
＝
只
当
り
鶴
脳
少
山
ハ
．
一
二
鯵
か
ら
撮
凧

　
大
一
五
・
六
⑫
の
土
地
を
有
償
分

譲
す
る
。

　
価
格
は
最
低
四
七
四
、
四
〇
〇
円

　
か
ら
最
高
一
、
六
七
四
、
0
0
0

　
円
ま
で
で
令
割
払
い
が
可
能
で
あ

　
る
。

渡
航
費
及
び
携
行
資
金

　
渡
航
者
は
全
額
政
府
が
貸
付
け
る

　
が
土
地
代
頭
金
（
十
一
万
円
か
ら

　
五
十
万
円
）
の
ほ
か
携
行
資
金
と

　
し
て
約
二
〇
万
円
以
上
必
要
で
あ

　
る
。

◎
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
ジ
ャ
カ
レ
ー
地
区

自
営
開
拓
移
住
者

募
集
世
帯
数

　
六
〇
家
族
（
全
国
公
募
）

応
募
資
格

　
前
記
フ
ン
シ
ャ
ル
地
区
移
任
者
と

　
同
様
．

入
植
条
件

　
一
戸
当
り
平
均
六
診
の
土
地
を
有

　
償
分
譲
と
す
る
。
価
格
は
最
低
六

　
六
五
、
三
〇
〇
円
か
ら
最
高
一
、

　
三
三
三
、
五
〇
〇
円
ま
で
で
分
割

　
払
い
が
可
能
で
あ
る
。

渡
航
費
及
び
携
行
資
金

　
渡
航
費
は
全
額
政
府
が
貸
し
付
け

　
る
が
土
地
代
頭
金
（
二
十
万
円
か

　
ら
五
十
万
円
ま
で
）
の
ほ
か
携
付

　
資
金
と
し
て
約
二
十
万
円
以
上
必

要
で
あ
一
る
。

募
集
締
切
日

　
三
月
二
十
日
、
四
月
二
十
日

　
五
月
二
十
日
、
六
月
二
十
日
。

納
税
組
合
に
揃
っ
て
加
入
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
今
年
か
ら
自
主
納
税
で

ナ
ダ
レ
に
気
を
つ
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
が
シ
ー
、
ズ
ン

　
豪
男
の
被
害
も
一
応
お
さ
ま
「
て

い
よ
い
よ
ナ
ダ
レ
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
最
近
気
温
も
ぐ
っ
と

上
り
、
各
地
に
ナ
ダ
レ
に
よ
る
被
害

が
続
発
し
て
新
聞
紙
上
に
そ
の
惨
状

が
報
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
こ
れ
か

ら
の
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
つ
ぎ
の
こ

と
を
守
り
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
い

た
し
ま
し
よ
う
．

一
ナ
ダ
レ
危
険
の
標
柱
が
立
て
ら
れ

　
て
あ
る
所
は
充
分
周
囲
に
気
を
配

　
る
こ
と

二
多
人
数
で
歩
行
す
る
場
合
に
は
一

　
列
で
各
自
適
当
な
距
離
を
へ
だ
て

　
て
歩
行
す
る
こ
と
。

三
ナ
ダ
レ
の
予
想
さ
れ
る
附
近
の
人

　
家
は
常
に
退
避
等
に
つ
い
て
充
分

　
注
意
す
る
こ
と
。

四
気
温
の
上
昇
し
た
日
ば
か
り
で
な

　
く
常
に
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
気
象

　
状
況
に
充
分
注
意
す
る
こ
と
。

日
本
人
移
住
者
を
歓
迎

　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ジ
ル
各
州
で

　
昨
年
十
月
十
四
日
、
わ
が
国
と
ブ

ラ
ジ
ル
国
と
の
間
に
移
住
協
定
が
結

ば
れ
、
日
本
人
の
南
米
移
住
の
見
通

し
が
き
わ
め
て
明
る
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
国
土
が
広
く
、
資
源
が
豊
か

餐
八
口
の
少
い
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
自
国

の
経
済
発
展
の
た
め
、
有
能
な
日
本

人
の
移
住
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
発
展
途
上
に
あ
り
へ
種
的
偏
見
の

な
い
南
米
の
新
天
地
で
は
能
力
あ
る

も
の
、
努
力
す
る
も
の
に
限
り
な
く

明
る
い
将
来
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

　
た
捨
今
、
次
の
要
領
で
ブ
ラ
ジ
ル

移
住
者
わ
募
集
中
で
す
か
ら
海
外
雄

飛
と
希
望
す
る
八
は
県
海
外
協
会

（
秘
費
課
内
）
に
申
し
込
ん
で
下
さ

い
◎

◎
ア
マ
ゾ
ナ
州
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
ォ

・
サ
ー
レ
ス
植
民
地
自
営
開
拓
移
住

者募
集
世
帯
数

　
二
〇
家
族
（
全
国
公
募
）

応
募
資
格

　
家
族
全
員
心
場
共
に
健
全
で
夫
婦

　
を
基
幹
と
し
て
満
十
五
才
以
上
、

　
満
五
十
才
未
満
の
働
き
手
三
人
以

　
上
を
育
す
る
農
業
者
、
巫
は
農
業

　
経
験
豊
冨
な
も
の
。

入
植
条
件

　
一
戸
当
り
二
五
⑫
の
土
地
が
有
償

　
で
配
布
さ
れ
る
（
土
地
代
は
邦
貨

　
で
七
、
五
〇
〇
円
）
。
農
薬
、
種

　
苗
、
農
機
具
等
が
供
与
さ
れ
る
ほ

　
か
生
活
費
（
一
戸
当
り
約
八
、
O

　
O
O
円
）
が
麦
給
さ
れ
る
。

渡
航
費
及
ぴ
携
行
資
金

　
渡
航
費
は
全
額
政
府
が
貸
し
付
け

　
る
が
携
何
資
金
と
し
て
十
二
万
円

　
以
上
必
要
で
あ
る
。

集
締
切
日

　
三
月
二
十
日

◎
リ
オ
●
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
フ
ン
シ

ャ
ル
地
区
自
営
開
拓
移
住
者

募
集
世
帯
数

藍
綬
褒
章
と
は

教
育
衛
生
慈
善
防
疫
の
事
業
、
学
校
、
病
院
の
建
設
道
路
河
渠
堤
防

橋
架
の
修
築
田
野
の
墾
關
、
森
抹
の
栽
培
、
水
産
の
繁
殖
・
農
商

工
業
の
発
達
に
関
し
公
衆
の
利
益
を
興
し
成
績
著
明
な
る
者
翼
は
公

同
の
事
務
に
動
勉
し
勇
効
顕
著
な
る
者
に
賜
う
も
の
と
す
．

さ
れ
た
時
以
来
勧
業
係
と
し
て
設
計

事
務
に
従
事
、
指
導
員
と
し
て
（
当

時
係
員
は
殆
ど
調
査
員
を
兼
任
）
昭

和
二
十
年
退
職
す
る
ま
で
各
種
統
計

事
務
に
活
躍
、
退
職
後
も
各
回
国
勢

調
査
は
も
ち
ろ
ん
工
業
統
計
調
査
、

世
界
工
業
セ
ン
サ
ス
、
商
業
調
査
、

事
業
所
統
計
調
査
、
小
売
物
価
統
計

調
査
な
ど
あ
ら
ゆ
る
国
県
の
統
計
調

査
員
と
し
て
現
在
も
な
お
老
令
な
が

ら
第
一
線
で
活
躍
し
て
職
務
執
行
に

つ
い
て
は
周
到
緬
密
、
人
に
接
し
て

は
こ
ん
切
て
い
ね
い
な
人
格
と
し
て

尊
敬
さ
れ
て
お
り
ま
す
．
尚
現
在
は

民
生
委
員
、
町
内
納
税
組
合
長
市
政

事
務
嘱
託
員
を
兼
ね
て
お
ら
れ
ま

す
。

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
市
で

は
納
税
組
合
奨
励
の
た
め
、
十
日
町

市
納
税
組
合
補
助
金
変
付
規
定
を
設

け
て
、
納
税
者
の
緯
合
に
よ
る
納
税

を
、
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
度
の
市
税
は
四
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
市
で
は
今
年
か

ら
む
だ
な
経
費
と
多
く
の
人
員
を
必

要
と
す
る
訪
問
徴
収
を
や
め
、
納
税

者
の
自
主
納
税
（
納
税
考
み
ず
か
ら

市
に
納
め
る
こ
と
）
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
組
合
に
禾

加
入
の
方
は
、
朋
日
と
い
わ
す
、
町

内
の
組
合
に
加
入
し
納
税
し
て
下
さ

い
。
組
含
に
加
入
さ
れ
納
税
さ
れ
ま

す
と
、
納
税
額
一
〇
〇
円
に
つ
い
て

二
円
の
補
助
金
が
変
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
滞
納
さ
れ
て
督
促
手
数
料
、
延

滞
金
、
延
滞
川
算
金
等
余
計
な
金
を

徴
収
さ
れ
、
叉
催
告
さ
れ
て
、
い
や

な
気
分
に
な
る
の
と
は
、
大
き
な
ち

が
い
炬
す
。

　
今
ま
査
に
設
立
さ
れ
て
い
る
組
合

数
三
三
〇
組
合
、
全
納
税
者
の
八
三

％
が
組
合
員
と
し
て
納
税
を
完
了
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
す
ぐ
酊
内
の
組
合
長
に
お
話

し
さ
れ
て
、
組
合
納
税
の
準
備
を
し

て
下
さ
い
。
組
合
に
お
は
い
り
に
な

る
に
つ
れ
て
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い

こ
と
、
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
組
合
長
蔓
税
務
課
（
電
三
二
一

番
）
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
税
金
は
納
税
組
合
で
完
納
し
、
完

納
が
、
わ
れ
ら
の
郷
土
を
築
ぐ
基
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

四
月
か
ら
は
じ
ま
る

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
の
方
法

藍綬褒章に輝く

　
政
府
は
去
る
十
五
日
国
勢
調
査
で

功
績
顕
著
な
も
の
三
十
六
名
に
監
綬

褒
章
を
授
与
す
る
と
発
表
い
た
し
ま

し
た
が
瓜
県
で
十
日
町
而
泉
町
．
の
関

口
孝
治
さ
ん
（
七
一
）
が
藍
綬
褒
章
の
受

章
者
に
選
ば
れ
二
十
九
日
首
相
官
邸

で
晴
れ
の
褒
章
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
関
口
さ
ん
は
日
本
で
国
勢
調
査
が

始
っ
た
大
正
九
年
の
第
一
回
以
来
昨

年
の
第
九
回
ま
で
連
続
調
査
員
と
し

て
専
念
さ
れ
た
人
で
あ
り
ま
す
。

　
功
績
調
査
に
よ
り
ま
す
と
大
正
八

年
十
日
町
役
場
蜜
記
と
し
て
採
用
さ

れ
翌
年
第
一
回
の
国
勢
調
査
が
実
雁

　
四
月
か
ら
拠
出
制
国
民
年
金
の
保

険
料
徴
収
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

O
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
し
て

届
け
出
た
人
に
対
し
て
は
、
す
で
に

社
会
保
険
出
張
所
か
ら
「
国
民
年
金

手
帳
」
が
送
付
さ
れ
て
い
る
は
す
で

す
が
、
こ
の
手
帳
に
「
国
民
年
金
印

紙
」
を
は
り
つ
け
て
、
こ
れ
に
而
町

村
役
場
で
検
印
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
国
民
年
金
印
紙
を
た
だ
買
い

求
め
て
所
持
し
て
い
て
も
検
印
を
受

け
な
け
れ
ば
保
険
料
を
納
付
し
た
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
。

請
求
は
十
五
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
遺
族
特
別
弔
慰
金

孝治さん口関

連続九回も国勢調査員

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
五
日
改
正

施
行
さ
れ
た
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

い
わ
ゆ
る
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権

利
の
消
滅
時
効
は
い
よ
い
よ
来
る
四

月
十
五
日
を
も
っ
て
終
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
つ
ぎ
の
該
当
す
る
遺
族
で

未
請
求
の
方
は
．
至
急
十
日
冊
市
社
会

福
祉
事
務
所
へ
申
出
て
下
さ
い
。

　
こ
の
弔
慰
金
の
麦
給
の
適
用
を
受

け
る
も
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
こ
と

①
麦
那
事
変
甲
（
昭
和
十
二
年
七
月

七
日
か
ら
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
巳

ま
で
）
に
生
じ
た
公
務
上
の
傷
病
に

よ
り
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
（
昭

和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
に
お
い
て

そ
の
死
亡
を
認
定
さ
れ
た
者
に
つ
い

て
は
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
に

お
け
る
事
変
憂
は
戦
争
に
関
す
る
勤

務
（
も
と
の
軍
官
．
衛
及
び
特
務
機
関

等
に
お
け
る
営
外
居
住
者
の
動
務
を

除
く
）
に
関
連
し
て
生
じ
た
傷
者

（
公
務
上
の
傷
者
を
除
く
）
に
よ
り

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
（
昭
和
二

十
年
九
月
二
日
以
後
に
お
い
て
そ
の

死
亡
を
認
定
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
）
以
後
死
亡

し
た
軍
八
及
ぴ
準
軍
人
の
遺
族
。

　
た
漆
し
軍
人
、
準
軍
八
を
退
載
後

死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
は
退
職
後
一

年
（
結
核
性
疾
患
及
び
精
神
病
に
つ

い
て
は
三
年
）
以
内
に
お
い
て
死
亡

し
た
者
の
遺
族
に
限
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
国
民
年
金
印
納
で

保
険
料
を
納
め
る
乙
と
の
で
き
る
の

は
、
翌
．
年
度
の
四
月
ま
で
の
間
で
あ

っ
て
、
翌
年
度
の
五
月
以
降
に
前
年

度
分
の
五
月
以
降
に
前
年
度
分
の
保

険
料
を
納
め
よ
う
と
す
る
と
．
き
は
、

社
会
保
険
出
張
所
か
ら
発
布
さ
れ
る

納
入
告
知
書
に
よ
っ
て
現
金
で
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
　
保
険
料
の
額
は
、
三
十
四
才
ま

で
は
月
百
円
、
三
十
五
才
以
上
は
月

百
五
＋
円
で
す
。

生
産
目
標
二
千
八

百
ト
ソ

　
　
三
十
六
年
の
繭
の
生
産

　
繭
の
牛
産
五
ヵ
年
計
画
の
第
二
年

目
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
は
二
千
八

百
二
十
ヂ
目
標
を
実
施
し
よ
う
ど
生

産
技
術
対
策
の
完
壁
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
昭
和
三
十
五
年
度
は
集

団
的
違
作
に
よ
る
減
収
が
あ
り
年
産

二
千
四
百
七
十
五
ノ
に
終
り
、
つ
い

に
牛
塵
目
標
＝
千
六
百
四
十
三
ノ
は

達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
桑
園
面

積
四
千
七
百
⑫
と
し
て
一
〇
ア
ー
ル

当
り
五
二
・
六
キ
ロ
で
あ
り
前
年
の
実

績
を
下
回
っ
た
こ
と
は
経
営
ヒ
反
省

を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
と
で

あ
り
ま
す
。
一
〇
ア
ー
ル
当
り
収
繭

量
六
〇
キ
。
は
技
、
術
的
に
み
て
渓
し
て

無
理
な
計
画
で
は
な
く
技
術
の
改
善

と
経
営
の
合
理
化
に
よ
っ
て
繭
の
生

産
増
強
を
実
現
し
農
業
収
入
の
増
大

を
図
る
計
画
で
す
。
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新
し

く
嘲
年
生
を

学
校
へ
逡
ら
れ
る
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
方
へ

　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
い
う
人
の
書

い
た
「
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
」

と
い
う
本
の
最
初
の
か
き
出
し
に

「
過
去
と
い
う
泉
は
深
い
。
そ
の
底

は
、
ほ
と
ん
ど
測
り
知
ら
れ
ぬ
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
し
て
、
私
た
ち
の
心
に
残
っ
て

考
え
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
マ
ン
の
言
葉
に
な
ら
っ
て
、
子
ど

も
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
「
子
ど
も

と
い
う
泉
は
深
い
。
そ
の
可
能
性
と

い
う
底
は
．
ほ
と
ん
ど
測
り
知
ら
れ

ぬ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
」
と
言
え
る

よ
う
に
思
い
ま
す
．
こ
の
ご
ろ
問
題

が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
起
っ
て
世
間
を
、
に

ぎ
わ
し
て
い
る
青
少
年
の
姿
を
、
見

た
り
き
い
た
り
し
て
い
る
と
「
こ
の

子
ど
も
だ
け
は
、
せ
め
て
も
…
…
」

と
の
願
い
と
、
可
能
性
を
信
じ
て
、

校
門
に
送
ら
れ
る
心
を
偲
ぶ
次
第
で

す
。
　
さ
て
、
入
学
さ
れ
る
ま
で
に
、
ど

ん
な
こ
と
を
考
え
て
行
っ
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
？
。
次
に
一
し
ょ
に
考

え
て
頂
く
問
題
を
ひ
ろ
っ
て
み
ま
す

一
、
こ
の
あ
い
だ
、
地
元
の
学
校
で

入
学
前
の
健
康
診
断
を
し
ま
し
た

　
が
、
そ
の
時
、
お
医
者
さ
ん
か
ら

　
「
こ
こ
を
な
お
し
て
お
き
な
さ

　
い
」
と
お
話
し
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

を
、
今
の
う
ち
に
、
ぜ
ひ
な
お
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
学
校
で
は
、
集
団
生
活
を
し
ま

　
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
の
点
か
ら
、

｝
春
を
待
つ
心
の
強
い
の
は
気

　
分
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
雪
の

一
下
に
あ
る
作
物
に
日
光
を
当
て
た

臨
り
、
一
日
で
も
早
く
水
稲
や
そ
さ

…
い
な
ど
の
種
子
を
播
い
て
適
度
の

…
　
生
育
期
間
を
と
り
、
生
産
増
加
を

町
期
し
た
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

一
か
。
稲
は
播
種
田

ぱ
隔
植
共
に
遅
れ
る
と

一
穂
数
が
減
少
し
て

噸
収
量
が
落
る
し
、

｝
播
種
が
遅
れ
若
苗
を
植
え
れ
ば
分

岬
け
つ
が
過
剰
に
な
っ
て
秋
落
状
態

㌦
に
な
っ
た
り
、
倒
伏
を
招
い
て
減

訓
収
す
る
こ
と
す
ら
少
な
く
な
い
。

　
そ
さ
い
類
、
家
畜
飼
料
な
ど
は

㎞
利
用
が
遅
れ
不
経
済
と
な
る
。

’
ま
た
、
馬
鈴
薯
は
早
植
し
な
い
と

㌦
適
温
の
生
育
期
間
が
短
か
く
な
っ

ず
…
・
。
…
三
・
三
8
、
三
胃
三
”
…
一
…
3
一
一
…
三
一
＝

　
今
の
う
ち
に
、
す
っ
か
り
健
康
を

　
と
り
も
ど
し
、
校
門
を
ビ
チ
ビ
チ

　
し
た
体
で
通
る
よ
う
に
し
て
下
さ

　
い
。

ご
、
入
学
の
雌
備
す
る
も
の
に
つ
い

　
て
は
、
地
元
の
学
校
か
ら
、
い
ろ

　
い
ろ
と
お
話
し
が
あ
る
と
思
い
ま

　
す
し
、
入
学
前
に
一
回
か
二
回
学

　
校
へ
行
く
と
こ
ろ
も
で
て
く
る
と

　
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
話
し

　
あ
っ
て
無
理
の
な
い
、
む
だ
の
な

　
い
用
意
を
す
る
よ
う
に
、
心
が
け

　
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
、
子
ど
も
さ
ん
の
心
が
ま
え
に
つ

　
き
ま
し
て
は
、
波
多
野
勤
子
と
い

　
う
人
の
本
の
中
に
、
入
学
前
の
子

　
ど
も
の
た
め
の
問
答
が
あ
り
ま
す

　
の
で
．
お
か
り
し
て
の
せ
て
み
ま

　
す
。

　
〔
問
〕
「
来
年
か
ら
学
校
へ
行
く

男
児
を
持
つ
母
親
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
学
校
へ
行
く
ま
で
の
一
年
間
を

有
意
義
に
す
ご
さ
せ
て
や
り
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
入
学
ま
え
に
、

し
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

ご
と
、
ま
た
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
お

教
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
そ
の
他
字
な
ど
も
、
名
前
ぐ
ら
い

書
け
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
方
が
よ

い
の
∈
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
は
カ
タ

カ
ナ
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
ひ
ら

が
な
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
数
な
ど
も

ど
れ
く
ら
い
ま
で
、
か
ん
じ
ょ
う
で

て
収
量
が
減
す
る
．
一
般
に
消
雪

き
ま
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
そ
の
他
お
気
づ
き
の
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
指
導
く
だ

さ
い
ま
せ
」
。

　
〔
答
〕
交
字
は
、
入
学
ま
で
に
自

分
の
名
前
ぐ
ら
い
は
か
け
る
よ
う
に

し
て
お
い
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

け
れ
ど
も
教
え
る
と
き
「
名
前
が
か

け
な
い
と
学
校
へ
あ
が
れ
な
い
よ
」

な
ど
と
お
ど
か
し
て
教
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
お
ぼ

え
る
よ
う
に
さ
せ
て
下
さ
い
ま
せ
。

こ
れ
は
、
学
校
へ
い
っ
て
か
ら
の
学

習
態
度
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
交
字
は
ひ
ら
が
な

で
す
。

　
次
に
数
字
は
十
ま
で
で
き
れ
ば
上

等
で
す
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
た
だ
か

ぞ
え
る
だ
け
で
な
く
、
二
つ
と
三
つ

で
五
つ
。
五
つ
と
五
つ
で
十
。
と
い

う
よ
う
に
数
の
蓬
き
方
が
わ
か
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
進
ん
だ

お
子
さ
ん
は
、
ほ
う
っ
て
お
い
て
も

十
ぐ
ら
い
ま
で
わ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
で
な
い
お
子
さ
ん
で
し
た

ら
、
む
り
に
十
ま
で
や
ら
せ
る
よ
り

五
つ
位
ま
で
を
ま
す
完
全
に
こ
な
し

て
お
く
方
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
．

　
そ
の
他
の
主
な
し
つ
け
と
し
ま
し

て
は
、
大
小
便
の
し
つ
け
、
ひ
と
り

で
着
が
え
を
す
る
し
つ
け
、
自
分
の

も
の
を
き
ち
ん
と
一
と
こ
ろ
に
か
た

づ
け
る
し
つ
け
な
ど
が
た
い
せ
つ
で

す
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
し
つ
け
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。
そ
の
他
、
自
分
の
名
を

よ
ば
れ
た
ら
は
っ
き
り
返
事
を
す
る

こ
と
、
人
の
話
を
よ
く
き
く
し
つ
け

な
ど
も
必
要
で
し
ょ
う
。

・
五
’
～
一
・
八
ヂ
．

　
　
多
い
税
務
相
談

　
　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

　
昭
和
三
十
五
年
中
の
市
民
相
談
室

の
利
用
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

一
ヵ
年
間
の
相
談
件
数
は
九
〇
八
件

で
各
課
別
に
見
ま
す
と
税
務
相
談
が

相
変
ら
す
多
く
三
六
五
件
と
全
体
の

四
〇
％
を
占
め
て
最
高
で
す
。
つ
い

で
市
民
課
関
係
の
も
の
一
〇
八
件
一

丁
九
％
、
｝
緩
墨
〇
三
件
で
三

番
目
、
以
下
財
政
の
八
三
件
、
産
業

八
○
件
、
衛
生
、
庶
務
、
福
祉
、
農

委
、
市
長
釜
、
教
委
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
内
客
は
一
般
相
談
五
四
四

件
、
苦
情
一
四
四
件
、
陳
情
一
一
九

件
、
要
望
一
〇
嘲
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

雪
割
を
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
今
冬
の
豪
署
に
よ
り
雪
消
え
も
か

　
な
り
遅
れ
る
見
込
み
で
す
が
、
レ
ン

　
ゲ
栽
培
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
今

　
後
の
消
雪
対
策
を
十
分
研
究
し
て
被

　
警
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
排
水
溝
の
雪
割
1
、
消
雪
時
に
水

　
が
停
滞
す
る
と
ピ
シ
ュ
ー
ム
菌
の
被

　
害
が
増
大
し
、
レ
ン
ゲ
が
全
滅
す
る

　
危
険
が
あ
る
か
ら
、
排
水
路
の
雪
割

　
を
計
画
的
に
行
う
。

　
②
土
ま
き
、
焼
籾
糧
灰
の
撒
布

　
　
根
雪
期
間
が
長
く
な
る
と
菌
核
病

方
法
に
は
水
田
の
場
合
に
水
を
か
“

け
る
。
畦
を
作
る
。
土
砂
な
ど
を

雪
の
上
に
ま
く
方
法
な
ど
が
あ

る
。
最
も
多
く
行
な
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

の
が
最
低
の
方
法
で
あ
る
。
泥
水

川
砂
、
黒
土
等
を
坪
当
り
二
升
位

を
ま
け
ば
目
然
の
ま
＼
に
し
て
お
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
い
た
よ
り
一
三
一

　
　
　
　
　
　
　
日
早
く
消
雪
し
m

　
　
　
　
　
　
　
た
例
が
あ
る
。

所　
　
　
　
　
　
　
で
は
魯
消
材
料

を
い
つ
撒
け
ば
適
期
か
と
い
う
と

、
試
験
結
果
に
よ
れ
ば
三
月
上
旬

で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
い
た
あ
と

　
一
〇
移
以
上
降
鋸
の
あ
っ
た
時
に

は
も
う
一
度
撒
い
た
ほ
う
が
よ
い

し
、
畦
を
作
っ
て
撒
く
と
消
雪
が

な
お
早
く
な
る
。

＝
暑
胃
2
3
匿
■
覧
．
2
」
・
3
笥
2
3
F
．
昌
鴨
閣
3
塁
書
昌
昌
冒
‘
■

　
　
め
に

ン
ゲ
の
幽
目
成

ビ
シ
ュ
ー
ム
菌
に
よ
る
被
害
が
増
大

す
る
の
で
土
ま
き
や
焼
籾
穀
の
撒
布

で
消
雪
を
促
進
す
る
。

③
消
雪
後
の
管
理
　
（
イ
）
圃
場
か

排
水
を
十
分
に
行
な
う
。
例
え
ば
排

水
路
の
手
入
、
排
水
溝
の
特
徴
、
雪

ど
け
水
侵
入
防
止
な
ど
。
　
（
ロ
）

消
雪
後
の
施
肥
は
尿
累
二
・
五
ヂ
～

三
蓄
、
溶
燐
七
試
～
八
キ
ロ
、
塩
加
一

　
　
公
共
に
役
立
つ

　
　
　
　
　
簡
易
保
険

　
郵
政
省
で
は
簡
易
保
険
の
契
約
高

維
持
強
化
運
動
を
展
開
、
特
に
三
月

中
は
払
込
保
険
料
確
保
の
月
と
し
て

お
り
ま
す
が
こ
の
簡
易
保
険
は
収
納

さ
れ
た
保
険
料
が
地
方
公
共
団
体
等

の
融
資
に
利
用
さ
れ
道
路
、
住
宅
、

単
校
な
ど
の
建
設
資
金
に
な
っ
て
公

共
の
福
祉
に
役
立
つ
よ
う
運
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
重
大
な
使
命
を

十
分
は
た
す
に
は
是
非
毎
月
の
保
険

料
を
確
実
に
払
い
込
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
一
番
で
ま
た
団
体
払
込
に
よ

っ
て
保
険
料
の
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

隔
q
一
曙
幅
．
．
一
一
p
一
9
一
鴨
q
輔
一
一
一
一
一
隅
鴨
『
噛
－
嘲
一
一
隔
一
．
一
一
…
．
一
一
冒
瞬
一
一
『
噂
瞬
ロ
ヨ
の
隔
h
』
噂
一
…
『
一
…
一
「
曽
q
q
欄
．
．
．
p
一
一
一
旧
一
一
一
一
一
．
…
一
喝
一
一
曜
一
・
…
一
賜
冒
呵
一
一
…
三
噌
噌
一
一
…
三
…
一
…
ミ
周
一
三
三
…
ξ
亀

を
し
て
順
序
よ
く
計
画
的
に
播
種

（
植
）
を
行
な
わ
な
い
と
い
ろ
い

ろ
の
農
作
業
が
か
ち
合
っ
て
、
多

忙
な
時
が
一
時
に
き
て
作
物
に
適

す
る
時
期
の
作
業
が
で
き
な
い
場

合
が
多
く
、
結
果
的
に
は
生
産
が

す
ぐ
潰
雪
を
始
め
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
並
日
及

減
っ
て
収
益
が
期
待
に
反
す
る
こ

と
に
な
る
。
三
ヵ
月
気
象
予
報
で

は
今
月
中
旬
末
頃
風
雪
が
強
ま
り

相
当
の
降
雪
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
て
い
る
し
、
昭
和
二
十
年
以

来
の
豪
鶉
で
も
あ
る
の
で
今
か
ら

消
雪
を
実
行
に
移
す
計
画
を
立
て

た
ほ
う
が
賢
明
で
あ
る
。
雪
消
の

・
5
・
3
■
・
一
一
＝
＝
＝
一
，
冒
＝
巳
＝
．
・
．
3
＝
＝
一
＝
・
5
＝
監
監
・
曹
8
8

撒
耀
の
家
畜
…
灘
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
生
野
菜
類
を
飼
料
に

し

轍
回

　ハ
　
　
『
塚
計
』
冬
乙
も
り
の
気
分
を
一

　
掃
し
て
、
清
新
な
気
持
で
わ
が
家

　
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ

　
と
め
た
い
も
の
で
す
。
進
学
、
就

　
職
な
ど
こ
ど
も
の
た
め
の
出
費
が

　
か
さ
む
月
で
す
。
一
年
生
を
持
つ

　
家
庭
で
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
机
、

　
洋
服
な
ど
、
中
高
生
の
制
服
、
大

　
学
な
ら
ば
入
学
金
な
ど
、
か
ね
て

　
準
備
の
予
算
以
上
に
こ
ま
ぐ
し

　
た
身
の
ま
わ
り
の
雑
費
が
か
さ
み

　
ま
す
か
ら
、
廼
き
る
だ
け
ム
ダ
を

　
は
ぶ
く
注
意
が
大
切
で
す
。
新
入

　
学
の
子
ど
も
の
た
め
の
出
費
な
ど

　
も
細
か
に
家
計
簿
の
一
ぺ
ー
ジ
に

　
記
録
し
て
お
け
ば
、
弟
や
妹
の
入

　
学
期
の
参
考
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
『
健
康
』
木
の
め
や
花
が
ふ
く
ら

　
み
始
め
ま
す
．
こ
の
こ
ろ
は
南
の

　
暖
い
し
め
っ
た
気
団
と
、
北
の
冷

　
い
気
団
と
お
し
合
い
へ
し
合
い
し

ナ
ラ
と
く
ノ
ぐ
ン
タ
ペ
く
く

因
と
も
な
り
ま
す
し
、
後
産
停
滞
す

る
こ
と
に
も
こ
れ
が
原
因
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
．
以
上
述

べ
ま
し
た
よ
う
に
結
局
日
光
浴
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
春
先
き
の
家
畜
の
管
理
は
、
こ
れ

ま
で
直
射
日
光
の
不
足
と
粗
飼
料
の

問
題
で
飼
育
に
神
経
を
使
っ
て
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
月
は
飼
料

の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
本
而
の
粗
飼
料
は
冬
期
間
に
於
て

は
青
草
は
全
然
な
く
多
汁
質
飼
料
と

し
て
は
サ
イ
レ
ー
ジ
、
着
午
の
根
菜

類
で
補
足
し
て
い
る
に
過
ぎ
す
そ
の

他
は
野
乾
草
と
購
入
濃
厚
飼
料
が
主

と
な
っ
て
い
る
現
況
で
す
。
こ
こ
で

細
密
な
飼
料
の
分
析
は
し
ま
せ
ん
が

前
記
の
飼
料
を
頭
に
置
い
て
ま
す
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
多
汁
質
飼
料
が
絶

対
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

風
乾
に
よ
る
乾
草
や
エ
ン
シ
レ
ー
ジ

中
に
も
相
当
の
養
分
量
は
落
ち
て
お

り
特
に
ビ
タ
ミ
ン
C
や
A
が
少
な
い

状
態
で
す
。
そ
の
上
永
い
冬
期
を
越

し
て
い
ま
す
の
で
変
質
し
た
り
腐
敗

し
て
い
る
場
合
も
多
女
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
飼
料
と
運
動
不
足
が
重
な

る
と
次
の
様
な
病
害
が
現
わ
れ
て
来

ま
す
．
そ
れ
は
乳
牛
に
於
け
る
繁
殖

障
害
の
大
き
な
誘
因
、
原
因
に
な
る

こ
と
で
す
。
良
質
の
澱
粉
の
不
足
、

ビ
タ
、
、
、
ン
の
不
足
は
発
情
の
徴
弱
、

排
卵
の
機
能
減
退
を
起
し
ま
す
し
、

そ
れ
に
運
動
不
足
が
重
っ
て
子
宮
筋

や
子
宮
朝
帯
が
弛
緩
し
て
難
産
の
原

て
、
や
が
て
次
第
に
南
の
気
団
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

優
勢
に
な
っ
て
く
る
時
期
で
す
。
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
び

し
た
が
っ
て
ぷ
　
　
ぼ
の
　
　
ボ
　

多
く
、
こ
れ
が
笙
嚢
蟹

題
を
ふ
く
ん
で
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
”
木
の
芽
時
の
健
康
6
と
し
て

体
の
弱
い
人
も
強
い
人
も
十
分
気

を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
春

先
き
の
結
膜
災
、
春
期
カ
タ
ル
、

胃
カ
イ
ヨ
ウ
も
春
先
に
多
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
急
激
な
気
温
の
変
化

に
体
温
調
節
が
順
応
し
き
れ
な
い

で
平
熱
が
高
く
な
り
、
び
熱
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
場
合
も
多
い
。

そ
う
し
た
季
節
の
変
化
に
肉
体
の

ほ
う
が
応
じ
き
れ
な
い
と
、
い
ろ

い
ろ
な
故
障
が
起
っ
て
く
る
の
で

す
。
人
間
の
か
ら
だ
は
、
外
界
の

変
化
に
応
じ
て
適
当
に
調
節
で
き

る
よ
う
に
自
然
の
機
能
が
そ
な
わ

っ
て
い
る
．
あ
な
ど
ら
す
規
則
正

し
い
生
活
も
ほ
ど
よ
い
運
動
、
十

分
な
栄
養
と
い
う
き
わ
め
て
常
識

的
な
健
康
法
で
解
決
で
き
る
は
す

で
す
．

く
く
き
く
ぐ
く
　
ネ
く

せ
る
と
共
に
、
な
る
べ
く
生
の
多
汁

質
即
ち
生
野
菜
類
を
飼
料
の
中
に
含

ん
で
与
え
で
青
草
の
時
期
を
迎
え
る

様
に
す
る
事
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
　
ど
・
つ
ぞ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
　
害

　
こ
の
た
び
の
豪
雪
に
よ
り
商
工
業

関
係
被
害
者
の
援
助
に
雪
害
融
資
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
融
資
要
領
は
つ
ぎ

の
と
お
り
廼
す
。

一
貸
付
対
象
商
工
業
者
で
こ
の
た

　
び
の
嘗
で
直
接
、
間
接
に
被
害
を

受
け
た
へ
．

二
貸
付
の
限
度
　
個
人
一
〇
〇
万
円

　
法
人
二
〇
〇
万
円
以
内
。

三
貸
付
の
期
間
　
五
ヵ
年
以
勾
℃
な

る
べ
く
長
期
間
貸
付
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

四
償
還
万
法
　
六
ヵ
月
程
度
の
据
置

利
用
を

融
　
資
1

　
は
場
合
に
よ
り
認
め
る
．

五
利
息
　
日
歩
二
銭
四
厘
六
毛

六
重
複
貸
付
　
こ
の
貸
付
は
他
の
貸

　
付
と
重
復
し
て
差
麦
え
な
い
．
従

　
っ
て
現
任
借
用
中
の
残
高
が
当
初

　
貸
付
の
三
分
の
一
以
上
あ
っ
て
も

　
貸
付
の
対
象
と
す
る
。

七
申
込
受
付
期
間
　
一
応
三
月
末
日

迄
．

八
現
在
貸
付
中
の
も
の
に
つ
い
て
は

　
被
害
の
程
度
に
よ
り
貸
付
瑚
聞
の

　
延
長
、
据
置
期
間
を
設
け
る
等
の

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

誘
致
に
猛
運
動

　
　
　
　
　
　
雪
害
総
合
研
究
所

　
今
冬
の
豪
雪
は
県
下
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
ま
し
た
。
政
府
毛
も
地
元

の
熱
心
な
陳
情
に
動
か
さ
れ
暑
害
に

対
す
る
綜
合
研
究
機
関
を
設
置
す
る

必
要
性
を
認
識
し
て
参
り
ま
し
た
十

日
町
市
議
会
で
は
こ
の
機
会
を
逃
さ

す
研
究
機
関
設
置
運
動
に
粟
り
出
し

市
で
も
而
長
会
、
議
長
会
を
通
じ
全

国
的
に
認
識
を
受
け
る
よ
う
仕
事
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
去
る
十
七
日
近

藤
副
議
長
が
出
県
し
、
県
議
会
に
請

願
の
手
続
き
を
し
ま
し
た
。
現
任
政

府
で
は
研
究
所
を
設
置
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
を

見
込
ん
で
富
山
県
、
山
形
県
な
ど
も

誘
致
連
動
に
働
き
か
け
て
お
り
ま
す

し
県
下
で
も
長
岡
、
高
田
市
が
当
市

と
共
に
候
補
地
と
し
て
名
乗
り
を
あ

げ
て
お
り
ま
す
。

ミ
§
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ミu

ミ
§
ミ
買
§
ミ
ミ
§
ミ
・
、
§
ミ
§
回
§
§
回
§
h
§
§
鐸
国
薄
§
§
鐸
・
§
謝
§
§
§

　
　
肉

貧
　
　
　
◎雑

　
名
ヵ
山
校
は
十
日
町
市
で
一
番
小

規
模
な
学
校
で
、
し
か
も
辺
地
、
複

式
と
い
う
三
重
苦
を
荷
負
っ
て
お
り

ま
す
が
、
し
か
し
職
員
、
児
童
生
徒

共
女
決
し
て
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
感

じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
は
学
校
と
い
う
も
の
が
校
舎

で
も
な
く
、
位
置
で
も
な
く
、
児
童

生
徒
数
で
も
な
く
、
要
は
そ
れ
を
構

成
す
る
職
員
と
児
童
生
徒
の
質
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
か
ら
で

す
。

　
私
達
の
学
校
の
教
育
目
標
は
、

1
、
し
っ
か
り
勉
強
を
し
ま
し
ょ
う

2
、
勇
気
を
も
っ
て
よ
い
お
こ
な
い

　
を
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
身
の
ま
わ
り
を
き
れ
い
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
と
い
う
三
項
で
、
そ
れ
を
貫
く
も

の
は
職
員
一
同
の
教
育
的
良
心
の
発

露
で
あ
る
と
こ
ろ
の
教
育
信
条
で
、

「
常
に
子
供
達
の
幸
福
を
考
え
、
平

凡
に
し
て
手
落
の
な
い
教
育
に
徹
す

る
」
。

　
と
い
う
信
念
で
す
。

　
私
達
の
学
校
は
幸
に
し
て
地
域
社

会
の
温
い
理
解
と
麦
援
に
よ
り
、
素

直
な
、
そ
し
て
優
秀
な
素
質
の
あ
る

児
童
生
徒
と
共
に
孜
女
と
し
て
斯
道

に
精
進
で
き
る
こ
と
の
仕
合
わ
せ
を

感
じ
つ
＼
教
育
行
政
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
次
に
我
が
校
の
特
徴
に
つ
い
て
記

述
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
す
、
学
習
指
導
の
技
術
面
と
し

て
、
全
て
の
教
科
を
同
題
材
指
導
を

し
て
お
る
こ
と
で
、
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
未
だ
幾
多
の
疑
問
点
は
あ
り
ま

す
が
、
交
郡
省
の
方
針
に
従
っ
て
鋭

意
そ
の
研
究
と
実
践
に
意
を
注
い
で

お
り
ま
す
し
、
明
年
度
に
せ
ま
っ
た

教
科
課
程
の
改
訂
に
、
四
人
の
職
員

全
力
を
つ
く
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
二
に
冬
季
に
お
け
る
生
活
面
に

つ
い
て
は
、
中
平
部
落
の
児
童
生
徒

　
　
名
ケ
　
　
、

雛
同
題

の
完
全
送
迎
を
父
兄
が
毎
日
分
担
制

で
担
当
し
て
い
る
こ
と
と
、
名
ヵ
山

校
赤
十
字
少
年
団
活
動
の
一
環
と
し

て
の
樽
沢
、
中
平
部
落
間
の
約
六
キ
官

に
亘
る
雪
崩
危
険
標
識
の
札
豆
と
そ

の
管
理
等
に
よ
る
危
険
防
止
対
策
の

励
行
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
活

動
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
四
年
二
月

に
新
潟
県
警
祭
本
部
長
よ
り
の
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
第
三
は
保
健
面
で
、
次
の
よ
う
な

傾
向
が
児
童
生
徒
に
み
ら
れ
ま
す
。

1
、
眼
疾
の
児
童
生
徒
が
多
い
。

2
、
う
歯
の
児
童
生
徒
が
多
い
。

3
、
骨
格
に
ね
ば
り
な
く
、
弱
い
と

い
う
こ
と
。

山
4
学
校材
指
導

4
、
全
般
的
に
病
気
に
対
す
る
抵
抗

　
力
が
な
く
流
感
等
に
か
＼
り
や
す

い
と
い
う
こ
と
．

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
対
し
て
は
年
間

の
健
康
教
育
を
通
じ
て
も
対
策
を
ね

っ
て
お
り
ま
す
が
、
学
校
だ
け
の
主

策
で
は
ど
う
に
も
し
が
た
く
地
域
社

会
と
連
絡
を
密
に
し
て

1
、
夏
期
休
暇
中
の
う
歯
完
全
治
療

　
と
歯
み
が
き
運
動
の
励
行

2
、
年
間
を
通
し
て
の
洗
眼
塞
弛

3
、
流
感
防
止
の
た
め
の
諸
対
策
と

父
兄
教
育
の
輿
践

4
、
、
、
、
ル
ク
給
食
の
実
施
の
熱
望
と

そ
の
準
備
対
策

5
、
生
活
改
善
の
励
行

　
等
々
の
対
策
や
実
践
に
努
力
し
て

い
ま
す
．

　
最
後
に
私
達
職
員
、
児
童
牛
徒
百

余
名
は
一
意
豆
派
な
社
会
人
と
し
て

成
長
す
る
た
め
精
進
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
大
十
日
町
市
の
小
学
校
が

二
十
有
余
の
兄
弟
学
校
の
う
ち
の
一

番
末
っ
子
の
よ
う
な
の
が
名
力
山
校

で
す
。

　
よ
ろ
い
く
市
当
局
、
並
び
に
而
民

の
皆
女
様
の
御
麦
援
と
御
鞭
捷
を
お

願
い
し
ま
す
。

捌

　
　
　
　
　
　
一

盤
校

　
　
　
　
　
噌
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